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【小川】　本日は弁政連を
いかに活性化していくか
視点のもと、活発な活動
をされている支部の状況
をお伺いして、活況の理
由は何か、弁政連全体に
どのように参考にしてい
けるかをテーマにお話を
お伺いしたいと考えてお
ります。本日の司会を務
めさせていただきます、弁政連ニュース編集長の東
京弁護士会の小川と申します。よろしくお願いしま
す。

【福島】　弁政連福岡県支部の支部長をしています、
福島康夫と申します。2008年の 7月に弁政連の九州
支部が成立、2013年弁政連九州支部の支部長となり
まして、2015年に弁政連が九州の各県が独立をして
いってようやく九州支部から福岡支部に変わったと
いうところです。

【原田】　新潟県支部の原田宏一と申します。期は61
期となります。今年の 4月から新潟県支部の事務局
のお手伝いをさせていただいております。新潟県弁
護士会に登録したのが平成26年 9 月なのでまだ日が
浅いですが、今日は新潟県支部の活動をご報告でき
ればと思います。

【谷】　弁政連本部幹事長の東京弁護士会の谷と申し
ます。42期です。前任の菰田幹事長とは同時期の日
弁連事務次長で、在職中の副会長が福島先生という
仲ですが、本日は各地から報告を受けている事例を
ご報告できればと思います。

【小川】　まず各支部の活動の現況について、もとも
と支部の状況はどうであったか、会員の活動の活性
化としてどのような事例があるのかお聞かせいただ
けますか。

【原田】　新潟県支部の活動状況ですが、主に国会議
員の先生の後援会ですとか新年祝賀会への参加もご
ざいますが、一番新潟県支部で特徴的なのは、やは
り新潟県弁護士会新役員の披露会兼名刺交換会であ
ると考えております。平成21年度又は22年度から始
まり、 4月に新執行部が誕生した際に行うものなの
ですが、国会議員の先生、県知事、県議、市議、自
治体、他士業、弁護士会と連携している各団体をお
招きし、そこで新執行部のお披露目をし、弁護士会
の活動をアピールして、今後の活動の連携につなげ
ていくというものです。当初は国会議員の先生に参
加していただくことから始まり、 2回目から県知事
にも参加していただき、また新潟市長にも参加いた
だいていると聞いております。特徴的なのが、国会
議員の多数の先生に出席していただき、また、ご本
人が欠席の場合も秘書の方に代理出席をしていただ
けるということです。多くの国会議員の先生、県知
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事、新潟市長も、懇談会だけでなく懇親会まで参加
していただいております。新潟県弁護士会として、
どのような人が執行部にいて、どのような活動をし
ているのかということを周りに知ってもらわない
と、そもそも連携のしようがない。連携先の士業で
すとか自治体関係者と顔合わせをして活動するのは
もちろんですけど、各政策課題に対応していくなか
で、国会議員の先生に、今年度の執行部にどういう
弁護士がいるのか、どういう特徴があるのか、今年
度の弁護士会として主にどのような活動を取り上げ
ていくのか、そういうものを知っていただくのが重
要で、この新役員披露会を行うことで連携が円滑に
進んでいると感じています。今年度は、来賓の方、
国会議員の先生、自治体の市町村長の方々、各連携
先の士業の方々合わせて、約80名の方にご参加いた
だきました。
　もう一つ特徴的な点として、新役員披露会に若手
の弁護士が参加しているというのが非常に大きいと
思います。やはり各活動の実働部隊である若手の先
生方が、国会議員の先生、自治体の方々、各士業の
方々に各活動をアピールすることは、弁護士会員の
活動を知っていただく上で非常に重要な役割を担っ
ていると感じています。

【小川】　若手の先生が活動に参加する理由は先生の
目から見てどうですか。

【原田】　私自身の経験から申し上げますと、平成26
年の 9月に新潟県弁護士会に登録する前は、旭川地
裁管内にあります、紋別ひまわり基金法律事務所
で、 4年間ほど 5代目所長を務めておりました。ひ
まわり基金法律事務所は任期がありますので、二年
又は三年で交代することが多いのですが、紋別市の
市議会議員の先生方や士業の方、各自治体や団体と
関係を作り、連携活動を自分一人で行っていても、
任期が終わり、後任への交代を考えますと、連携活
動を長く続けるためには制度化しなければならな
い。関係作りの中で、市議会議員の先生などから、
弁護士さんはそんなことまでしているのですかと言
われることが多く、活動の実態を知っていただけて
いないと気付きました。
　そこでまず、弁護士がどのような活動をしている
か知っていただくところから始め、活動に当たって
のマンパワー不足ですとか、予算の問題が生じたと
きに、例えば、自治体の方や市議会議員の先生のも
とへ説明をしに赴き、その活動に協力をしていただ
く。できれば予算付けまでしていただければありが
たいところではありますが、まずは知ってもらうと
ころからの連携、つながりが重要だと思い、弁政連
の活動に携わっています。

【小川】　福島先生、九州支部は、最初は少ない人数
から非常に高い組織率をあげられました。どういう
状況でしたか。活動として成功したと思う事案をご
紹介していただければと思います。

【福島】　福岡県支部の
理事全員が、弁護士会の
目標は政治と密接な関
係にあるというのを、身
にしみてわかっている
ことが大きいと思いま
す。理事は全員が県弁護
士会の会長経験者です
が、みんな自分が会長の
ときに弁政連に助けら
れたことを身にしみてわかっています。私の場合は
日弁連の副会長のときに国選弁護の報酬問題、特に
裁判員制度の報酬問題では弁政連主体で各政党との
懇談をさせてもらいました。
　弁政連福岡県支部の主な活動ですが、2016年 1 月
には「日本弁護士政治連盟福岡県支部の誕生の集
い」を開催し、以後、毎年、全政党の国会議員に呼
びかけて、「新春の集い」を開催しています。国会
議員ご本人の出席率が高くて、今年は 8名の国会議
員に出席していただきました。本人が来られない場
合は代理出席者にいらしていただいています。毎年
1回は直接政治家の先生方に会って、話をするとい
うことで弁政連側から給費性の問題とか高齢者の問
題とかテーマを二つくらい出して各々15分位プレゼ
ンを行います。プレゼンは若手の会員にお願いして
います。それから去年は国会議員秘書との懇談会を
行いました。去年は九州北部豪雨被害をテーマに決
めて懇談をしました。その時には議員秘書の方28名
に参加していただきました。毎年、各政党との懇談
会も予定していますが、これは政局との関係でタイ
ミングが難しく、中々できないのが実情です。でき
るだけやりたいと思っています。
　理事会は月に 1回程度開催していますが、そこで
は弁政連の会員の獲得の方法等の話もしています。
具体的に誰が誰に電話をするかまで決まっていま
す。県の副会長経験者でも弁政連に入っていない場
合があるので、全部ピックアップして勧誘すること
にしています。もう一つは会務の活動に熱心な会員
に弁政連の活動を理解していただいて勧誘をするこ
とにしており、これらをよりフォローすれば会員は
もっと増えると思っています。

【小川】　谷先生。本部と支部との事情を日常からご
覧になっていただいているわけですけど、成功して
いる事例をご紹介していただければ。

【谷】　弁政連の総会の時に各地から報告書を出して
いただいているのですが、その中から二つほどご紹
介したいと思います。
　一つは熊本県支部の活動で、熊本県は2016年 4 月
に熊本大震災があって多くの被害がありました。そ
の時に銀行の二重ローン問題について、東日本大震
災の時に自然災害における債務整理のガイドライン
というのができていてほとんど適応されているので
すけど、熊本県が貸し付けている育英資金というの
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はその対象になっていなかったという事情があった
とのことです。それを何とかしなければならない
と、熊本県の弁護士会と弁政連が協力をして県議会
に働きかけ、29年の 6月には県議会議員でそれを適
応すべきだという条例が成立したということで、そ
れから育英資金の貸し付けも適用債務の対象になっ
たと報告がされています。これは弁護士会と弁政連
が協力して条例を作った成功例だと思っています。
先ほど福島先生からもお話がありましたが、弁政連
が具体的にどういう活動をしていてどういう成果が
あったか、どうしても一般会員特に若い会員は見え
にくいものがあります。具体例でこれを勝ち取った
のだと知らせていくことで、弁政連というのは大事
なのだなということを理解してもらう一例としてあ
げさせていただきました。
　もう一つは広島支部の話なのですが、オレオレ詐
欺に関して官民一体の取り組みをするべきだと、こ
れも弁護士会と弁政連の支部が協力して県警とお話
をした結果、県警と連携をして特殊詐欺防止のス
テッカーを配布するとか、相談担当を弁護士会の力
を借りて行うという活動が実現したという話を聞い
ています。弁政連と弁護士会が協力して社会的な問
題に立ち向かったということではこれもなかなかい
い例だと思っています。
　ほかに例えば岐阜県支部では、女性県会議員との
交流をやったと聞いています。弁護士会でも女性会
員は増え、男女共同参画とかジェンダーの問題に関
心の深い弁護士も増えていると思いますから、そう
いう視点から議員との絆を作るのも良い活動だと感
じています。それと本部の活動なのですが、企画委
員会で、元国会議員の方をお呼びして、国会議員の
真の実態を少しクローズドの中で聞こうという企画
がありました。具体名は出さないですけど、普段聞
けないような議員の実態も聞けて、参加した若い会
員も興味深そうに聞いていました。

【小川】　弁政連に対し、会員は何を求めていて弁政
連は何を応えているのか、会員が会員登録しながら
活動されていない方、例えば若手会員は何にハード
ルがあって現状参加されていないのか、どう見られ
ているのか、どうアピールするか、お考えをお聞か
せいただけますか。

【福島】　弁政連以前に本会である弁護士会活動自体
の問題なのだろうと思います。弁護士会活動でもみ
んながやっているわけではない。その弁護士会活動
をちゃんとやっている方がどれくらいいるかわから
ないけど、その人たちを弁政連がちゃんと捕捉して
いるかというとそうではないのでまずそこからやら
ないと。弁護士会活動のモチベーションがある人に
対して弁政連というのは車の両輪で必要だと。若手
会員で弁護士会活動を献身的にやっている方につい
ては、弁政連がこんなことをやっているというと響
いてくると思います。弁政連はこんなに大事なのだ
ということを例えば弁護士会会長から言ってもらう

ことでまず執行部はみんな入ってくださいねと身近
なところからいかないとなかなか難しい。ましてや
新入会員は無料で入ってよと言ってもどれだけ入っ
てくれるかな。入ってもらえると力になるので意味
があると思うのですけど。
　担当を決めて電話をして事務局の方で入会申込書
を誰々が大丈夫だと出すという手続を最後までフォ
ローする。そこまでやって増やしていく。一般にや
りましょうと言ってもなかなかそれは難しい。
　弁護士会の新入会員の新人研修の際に、弁政連の
話を入れてもらう。 5分か10分程度の話なのです
が、弁政連というのがある、いかがわしい団体では
ないということをまず知ってもらう必要があると。
新入会員研修会という弁護士会の正式の場に出て
いってそこで話をすることに意味がある。若手もわ
からんでも弁護士会も認知している団体なのだな
と。広報は必ずやっています。

【原田】　私自身の経験
を踏まえてざっくばら
んに言いますと、弁護士
になった当初は、弁政連
が何をしているのかよ
くわかりませんでし
た。なぜ弁護士会と議員
の先生との間に付き合
いがあるのか。そうした
中、私が紋別ひまわり基
金法律事務所に赴任すると、管轄裁判所である旭川
地家裁紋別支部というところは、裁判官非常駐支部
で、旭川地裁の本庁から月に 3日間しか裁判官が来
ない裁判所でした。裁判官の常駐、仮に常駐でなく
とも 2週間に一度期日を開いてほしいという地域司
法の問題が出てきた際に、市民のみなさんはそのよ
うな実情を知らないのです。地元の士業の先生方や
役所の方、市議会議員の先生方にこの問題の話をす
ると、それは大変重要な問題だといって興味関心を
持っていただける。それがすぐ何かの活動につなが
るわけではなくても、知ってもらえるというだけで
も大変心強いですし、何か困ったことがあれば相談
できるというつながりそのものが大事だと思いまし
た。
　今の新潟県弁護士会の若手も、弁護士登録当初
は、弁政連が何をやっているのかわからないかもし
れません。新潟県弁護士会の場合、 5月に定期総会
がありますが、その定期総会の前に弁政連の総会を
行いますので、登録したばかりの若手の弁護士に対
して、定期総会の前の弁政連の総会から出席するよ
う話をして、なるべく来てもらうようにする。総会
でも弁政連の申込用紙の配布をするので、名前を書
いてまずは入ってみようよと勧誘するところから始
めるのです。登録 5年目までは会費は無料だよとい
う話から入って。会務活動の中で最近連携活動が活
発になってきていて、例えばシンポジウムを開いた
り、総合相談会を開いたり、特に新潟県ですと自殺
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対策に力を入れているので、そうした活動を議員の
先生に知ってもらい、そこの繋がりができると弁護
士会の活動がスムーズになるということを、特に 1
年目から 3年目くらいの若手の方に実感してもらい
たいです。そこで 4月の新役員披露会に参加する
と、多くの国会議員の先生方が来られており、挨拶
をするとそこから顔がつながり、様々な活動をア
ピールできるという場に新役員披露会がなっている
ので、それが若手の先生方を引き付ける魅力が生ま
れてきていると感じています。
　具体的に申しますと、平成27年 2 月に弁護士会支
部サミットを新潟県長岡市で開催しました。新潟県
は南北に長い県でありまして、家庭裁判所の出張所
問題という司法問題があります。平成 2年の支部統
廃合で 4つの支部が廃止になり、その代わりに家庭
裁判所の出張所が 4つできました。当時の裁判所の
説明では、出張所は支部と同じ能を果たすというこ
とだったにもかかわらず、実際には受付しかしな
い。建物は昔の支部として残っているにもかかわら
ず、事務官が一人いるだけで受付しかせず、そこで
調停が行われない。近年家事事件が増加しており、
地元で調停できた方が、地元のためになるのではな
いか。この問題を取り扱った弁護士会支部サミット
に、大変お世話になっている漆原良夫先生に参加し
ていただきました。そして、多くの国会議員の先生
方にも参加していただけた。その際、漆原先生か
ら、家庭裁判所は草履やわらじを履いて行けるよう
なところでないといけないというお言葉を頂いたの
が印象に残っています。こうしたご縁もあり、今年
6月に、新潟県で漆原先生を慰労する会を開いたの
ですが、若手を含め約50名の会員が集まって漆原先
生とお話することができました。先程の福島先生の
お話のように、確かに両輪だと思うので、弁護士会
の活動を熱心にやられている先生方が弁政連に携わ
る機会が多いということもあり、新役員披露会を通
して弁政連の魅力を伝えることができているのでは
ないかと思います。

【谷】　どうやって興味
関心を持っていただく
かという話なのですが、 
最前線は水面下で動く
場合が多くて、大々的に
こうやりましたと報告
できることではないの
で活動が見えにくい面
があります。ただ福島先
生も先程おっしゃられ
ましたけど、何のつてもなく議員に会いにいっても
秘書が対応するだけです。普段からつきあいがあれ
ば、議員が直接会ってくれて、話も聞いてくれると
いうことがあります。なかなか公に弁政連ニュース
でこれやりましたとか書ける話ではないので、むし
ろ先程話しましたけど、クローズドで、ここだけの
話というのを少人数でやったほうが弁政連活動をわ

かってもらえるのではないか、口コミで広げたほう
がむしろ良いのではと感じています。
　もうひとつ言いたいのは、私は日弁連の広報室に
いたのですけど、その頃の日弁連は、「なんでも反
対日弁連」と言われていました。でも司法制度改革
を過ぎた頃から制度がおかしければ法律を変えれば
いい、それは日弁連も主体的にできるのだと実感し
たと思います。だからいろいろな政策提言をしても
実現するには最後は立法ですからやはり国会議員の
方に話を聞いていただける環境は大事だと思いま
す。それを一般会員までわかってもらうとなるとそ
う簡単ではないし、おおっぴらに言えることではな
いので悩ましいと思いつつ、本当はそこが面白い。
そういう話をクローズドの会で言えたらいいのかな
という風に感じています。

【小川】　議員の方々など、受け手の側からの弁政連
活動に対する評価をご経験上どのように聞いておら
れますか。

【福島】　福岡で最近弁政連の関係である程度活発と
言えるのは給費制の問題で、給費生の問題で若手会
員も一生懸命やっている。色々な議員さんにいろん
なパーティとで必ず会う、分担してでもやっていこ
うと。そして議員さんが必ず給費制の集会では出て
こられるのです。すると議員さんのパーティにこち
らも出なければならない、それを弁政連がやってい
るのかと、その辺りは秘書も含めてわかっていただ
いている。

【原田】　今の話は本当に同じで、講演会パーティ等
があれば必ず分担してでも出る。新役員披露会もそ
うですけど、シンポジウム、イベントをやる時に声
がけをすると、議員の先生方に来ていただける。
日々のお付き合いがないと、突然ぽっといきなりお
願いをしても秘書の方の対応だけで終わってしまう
ので、やっぱり地道なお付き合い、顔つなぎが一つ
の成果になっていると私も思っています。
　若手が弁政連に興味を持っていなくても、弁護士
会の新役員披露会を取り仕切っているのは弁政連な
ので、そこで執行部に入ったり会務活動に携わった
りしていると、色々とわかるのだと思います。今後
の会務活動で議員の先生方との付き合いが欠かせな
いものなのだと。関係がわかっているので、執行部
としても、議員の先生に話を持っていきやすい、つ
ながりやすいところができてきているのかなと思っ
ています。

【小川】　両先生のお話から、弁護士会との緊密な関
係がキーワードになっていると思います。谷先生、
政治家の方々から弁政連の活動はどう評価されてい
るのか、あるいは弁護士会との協力関係はどのよう
に進んでいるのかについては如何でしょうか。

【谷】　弁護士会との連携というのは弁護士会の政策
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課題を実現していくための橋渡しであることが多い
と思うのですけど、例えば震災のときの時効の延長
とか総合法律支援法の無料相談の延長という活動は
消費者団体とか震災被害者からすれば、弁護士会か
ら声を出してもらわないとなかなか実現しない話で
す。その橋渡しをするのが弁政連だと思います。法
改正ですから、結局国会主体でやらなければならな
い話ですから、スムーズにつなげるためには弁政連
を通した方が良いのではないか。社会のために弁護
士にもっと頑張ってほしいという需要はあると思い
ます。需要に応える体制を作るには弁政連の存在は
大きいと思います。
　議員の方々からの評価ではよくやってくれている
という評価と共に要するに弁護士会はどうしても全
方位にたいしての活動になるので表面的な付き合い
でなかなか深くまで付き合えないというのがあっ
て、地方の先生に聞きたいですけど、地方のこの候
補を応援したら対立候補は応援できないということ
で関係がうまくいかないという話を聞いたことが
あってそこの距離のとり方が難しい。そこはどうし
ておられますか。

【福島】　福岡では完全な全方位です。小選挙区でも
二人立候補した場合でも二人推薦する。それは復活
もあるし色んな可能性があるので必ず 1人とは限ら
ないということもあってなんですけど、これは首長
になると困ったなということがあって、今までは首
長については推薦していない。やはりどこでどうい
う風になるのかわからないので、少しでも疑いが出
るようなことはしないということでやっています。
だから弁護士会員が首長に出たとしても推薦は今ま
では無いのですが、推薦依頼も無いので、多分推薦
しないだろうという立場だと思っています。

【原田】　お聞きして新潟もほとんど同じだと思いま
す。どの党がとかではなく全方位的に推薦、あるい
は陣中見舞いをしているようです。首長については
推薦を出していなかったと思います。国会議員です
と、福島先生がおっしゃるように復活の可能性があ
るので。これは個人的な意見かもしれないですけ
ど、どの分野にどの先生が強いとか考慮して話を
持っていっているのかなという感覚はありますけ
ど。

【小川】　次に、会員勧誘の現状に移りますが、福岡
県支部も新潟県支部も顕著な組織化をされていま
す。会員勧誘の現状はどうでしょうか。

【谷】　福岡県の幹事長から聞いたのですけど、会長
が電話をした後、加入手続を事務局が代行してくれ
るシステムがあると伺いました。それがすごいなと
思いました。電話しただけで結局やらずに終わって
しまうのを防ぐために有用だと思いました。

【福島】　細かいところは事務局の方でやりますが、

確約は取りますね。地元で設けていた「支部会員」
に本部加入を勧めた比率が大きい。

【小川】　とりあえず支部の方で会員になってもらっ
てあとでゆっくり本部会員になってもらうのは何か
有効な戦術なのかなという気がしましたけど。

【福島】　本部会費 1万円に支部会費を加えて計 1万
6千円になります。支部の分を追って加算となると
ハードルが上がるので、最初から 1万 6千円ですよ
と言ったほうがまだいいかなという感じはしますけ
ど、なかなかお金の方が大変ですよね。

【原田】　新潟ですと、新役員披露会に出席した若手
弁護士がいて、当然弁政連が仕切っていますので、
弁政連に入ったかどうか聞きます。まだ入っていな
いと言われたら、若手は無料だからという話をし
て、そこから引き込まれていくところがあるかもし
れません。全く関与していなかったとしても、新役
員披露会の準備に新執行部が全員参加するので、そ
こで弁政連に入っていないとなれば弁政連に入会す
るというように個人的には思います。
　新役員披露会は、平成21年あるいは22年頃からと
聞いています。もともと群馬支部がやっていて、そ
れを参考にして新潟支部で始めたそうです。招待状
は、弁護士会の会長と弁政連の支部長の連名で共催
となっています。司会は弁政連の事務局長が務めま
す。執行部も弁政連の理事会に出るので、弁政連が
仕切っていると感じるのではないかと思います。

【谷】　会員獲得ということで、静岡県では支部の総
会で弁政連の必要性と重要性の演説をし、静岡支
部、浜松支部、沼津支部の責任者を 1人決めて、未
加入者名簿と照らし合わせて入会申込書を携えて一
人ひとりアタックしたと報告を受けました。奈良は
本会の総会の際に時間をもらって弁政連の説明を
し、委員会のときに未加入の方にはその場で説明と
勧誘をしたとそれから会務の会員の中で未加入の方
には前会長から個別に声掛けをした。総会時に時間
をもらって説明申込書を配布をしたけど反応はゼロ
だった。しかし常議委員会での勧誘と前会長からの
個別の声掛けをして 6名増加したそうです。福岡県
の先生に聞いたのですけど、支部会員を本部会員に
しようと重点的に役員から声掛けをしたと聞いてい
ます。会長の経験者からの電話というのは非常に重
みがあるとのことでした。そして電話だけだと取り
こぼすおそれがあるので、入会の承諾を受けたとい
うことをフィードバックして事務局の方で加入手続
きの方をエスコートする、つまり事務局からお礼と
共に加入の手続案内を送り、連絡をして、手続を事
務局で代行することの承諾をとって事務局で加入手
続きを代行したと聞きました。せっかく元会長がか
けていいよといっても手続きしなければ取りこぼす
ので、承諾を受けた以上は取りこぼさないのが大事
かなと。この 3つの会を聞いて個別に顔の見えると
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座談会

6

ころで勧誘するのが大事だなということを感じた次
第です。

【小川】　本日の座談会いろいろと参考になるキー
ワードが出てきております。最後の総括として各支
部から要望やご提案をいただけますか。

【福島】　弁政連をどう理解していただくかは日弁連
の活動やったらわかるのですが、そのあたりを本部
が発信するならどういう風にできるのか。少なくと
も弁政連ニュースは全会に配布しているのですけど
本部の発信というのは大事だし、例えば給付制の問
題でここまでやっていますという話を弁政連ニュー
スでも頻繁に出るのなら給費制の人たちは関心が出
てくるだろうし、消費者問題でこれこういう風なこ
とをやっていますとなれば消費者委員会の人たちは
興味が出てきます。弁政連の活動が弁護士会が今
やっていることを下支えしているということを委員
会との関連でどう発信するかでは、と思いました。

【原田】　弁政連ニュースは目を通していますが、オ
フレコのことが多すぎてなかなか具体的に最前線の
活動が何に結びついているのかが分かりづらく抽象
的になっているのかなと思います。例えば、朝食会
の勉強会の開催報告で、皆様の写真が載っているの
で、そこで何を話したのか、どういうことになった
のかに関心を持つのですが、なかなか目に見えてこ
ない。話をお聞きして、数年後とか十年後であれば
話ができるけどなかなか最前線のところの話ができ
ないというのは、ニュースを読む方としてはもどか
しいとは思いつつ、下支えがどれほど重要なのかと

いう点で、会員から興味関心をもってもらえるので
はないかと思いました。私も本日はじめて他の支部
についてお話を聞いたのですが、他ではこういうこ
とをやっているとか、普段聞くことができないク
ローズなところとか、そういうことを聞くことがで
きる勉強会があれば、他でも様々な活動を行ってい
ることを知ることができ、それらが弁護士会の活動
に結びついていると実感できますし、新潟に持ち
帰って新潟でもできるかなと考えて、活動の幅が広
がっていくことにもなると思います。横のつながり
を増やしていくことを本部の先生には意識していた
だければと思います。

【谷】　お二人の先生から貴重なお話を聞けてありが
とうございました。各地の先生から、それぞれ特殊
性があると共に普遍性な悩みも抱えているのがわか
りましたし、今色々お話頂いたように情報共有、横
の繋がりが大事と思いました。先程個別に会員獲得
のための声がけをして会員が増えたという例をお話
ししましたが、各地でこういう風にやった結果会員
が増えたという例を共有して、これならうちでもで
きるのではないか、と思っていただけることが必要
なのではないかと思いました。弁政連ニュースでこ
こまでは書けそう、というぎりぎりのところまで書
いて会員の興味を引くということにチャレンジして
も良いのかなと感じました。
　支部の皆様が頑張っていることをひしひしと感
じ、本部でも頑張らなければと思いました。本日は
ありがとうございました。

（平成30年 7 月18日　於霞が関弁護士会館）
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Q. 法曹から国会議員を目指したきっかけ

A. 地方を再生したいという思い
　弁護士として企業再生・事業承継に携わっていた
ときに、地方に行って仕事をする機会がありまし
た。そのとき目の当たりにしたのは、シャッター街
や、高い技術力がありながら黒字倒産する企業と
いった現実でした。このような地方の再生に尽力し
たいという思いを抱いたことが、国会議員を目指し
たきっかけです。
　弁護士としても、買収先や承継先へのマッチング
支援により、後継者のいない企業の存続を手助けす
ることができます。しかし、規模の小さい中小企業
などで、買い手がそもそも見つからないような企業
に対して、打つ手が少ないという歯がゆさを感じて
いました。そのような中で、国会議員であれば、法
改正を行い、人材や税務等の必要な分野を巻き込ん
だ政策を推し進めることで、根本的な解決を図るこ
とができるのではないかと思いました。

Q. 法曹資格が議員活動に与える影響

A. 法案を精査できる
　新しい法案を示されたときに、中身を精査できる
ところが強みです。
　弁護士として仕事をしている際は、海外の企業と

松平　浩一　議員
 衆議院・比例北陸信越（立憲民主党）

東京弁護士会会員
（インタビュアー　企画委員会副委員長　丸尾 南都子）

　松平議員は、弁護士業務は勿論、サッカークラ
ブ創設やIT企業勤務等、多様なご経験があり、
それらの経験に裏打ちされた問題意識と実行力が
あると感じました。弁護士資格がある政策秘書を
置いていることから、法案の精査の面でも益々ご
活躍されることと期待しております。
 （丸尾 南都子）

弁護士議員に聞く
かかわる機会も多かったのですが、日本の法律は曖
昧でわかりにくい部分が多いと言われることがあり
ました。このような曖昧な表現があることで、海外
の企業が日本でビジネスを始めることに不透明さを
感じ、躊躇するケースがあります。このように、法
律の文面が、ビジネスの障壁となってしまっている
側面があると感じていました。そのため、これから
世に出る新たな法案については、深く読み込んだ上
で委員会に臨み、委員会質疑でより明確、明瞭にす
るよう努めています。

Q. 実現したい政策課題

A. 地方創生政策を推し進めたい
　日本全体の経済活性化のためにも、地方創生は不
可欠だと考えています。そのためには、既存の企業
の誘致も重要ですが、それと共に、その地方の特性
や強みを活かした起業や新規事業の立ち上げも支援
していく必要があります。
　私自身、海外でプロサッカークラブを創設した経
験があります。その際には、現地の法律やローカル
ルールに則りながら、資金集めから選手育成、チー
ム運営まで、当該地方の人材を活用しながら、あり
とあらゆる業務をこなしてきました。これらの経験
を、地方での起業や新規事業立ち上げの支援にも役
立てていきたいと考えています。

Q. 法曹へのメッセージ

A.  法律の不備について意見を寄せてほしい
　法律は、実際に使われて初めて不備が明らかにな
ることも多いです。法律と日々向き合っている弁護
士の皆様には、法律の不備や現状に合っていない点
について、意見を寄せてほしいと思っています。
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本部・支部人事（ ）内は前任者

支 部 長　上原 義信（島袋 秀勝）

群馬県支部　9月1日付

沖縄支部　 4月1日付 愛知県支部　 7月17日付

平成30年 9 月 1 日付
本部理事　小林 優公 （高橋 伸二） 支 部 長　小林 優公（高橋 伸二）

事務局長　江坂 正光（高木 道久）

自由民主党青年局と懇談　中小企業経営者の事業承継対策

山下 貴司 議員
自由民主党　衆議院岡山2区　当選 3回
岡山弁護士会会員（修習44期）
衆議院憲法審査会委員、法務委員会理事、
法務大臣政務官等を歴任。

柴山 昌彦 議員
自由民主党　衆議院埼玉8区　当選 6回 
東京弁護士会会員（修習53期）
衆議院内閣委員長、総務副大臣、内閣総
理大臣補佐官等を歴任。

大口 善徳 議員
公明党　衆議院比例東海　当選 8回
静岡県弁護士会会員（修習33期）
衆議院法務委員、農林水産大臣政務官等
を歴任。

門山 宏哲 議員
自由民主党　衆議院千葉 1区　当選 3回
千葉県弁護士会会員（修習45期）
衆議院法務委員、安全保障委員会理事等を
歴任。

原田 義昭 議員
自由民主党　衆議院福岡 5区　当選 8回
福岡県弁護士会会員（平成17年登録）
衆議院財政金融委員長、予算委員会常任
理事、文部科学副大臣等を歴任。

國重 　徹 議員
公明党　衆議院大阪 5区　当選 3回
大阪弁護士会会員（修習57期）
衆議院憲法審査会委員、法務委員会理事
等を歴任。

柴山昌彦議員が文部科学大臣に就任

大口善徳議員が厚生労働副大臣に就任

原田義昭議員が環境大臣に就任

國重徹議員が総務大臣政務官に就任

山下貴司議員が法務大臣に就任 門山宏哲議員が法務大臣政務官に就任

平成30年 6 月22日、自由民主党本部 8階リバティ 2・ 3号室において、「親族後継者のいない中小企業経営者の
事業承継対策」というテーマの下、自由民主党青年局所属の先生方との懇談会が開催されました。自由民主党青年
局から、鈴木馨祐議員（青年局長）、佐々木紀議員（青年局長代理）、滝波宏文議員（青年局長代理）、中泉松司議
員（青年局次長・団体副部長）、白須賀貴樹議員（青年局次長・青年部長）、武井俊輔議員（青年局次長・青年副部
長）、鈴木隼人議員（青年局次長・学生部長）、藤原崇議員（青年局次長・弁護士）、三谷英弘議員（青年局次長・
弁護士）、本田太郎議員（青年局次長・弁護士）が出席されました。弁政連・日弁連からは、山岸良太企画委員長、
金山卓晴日弁連中小企業法律支援センター事務局次長をはじめ13名の弁護士が出席しました。
懇談会では、一昨年に実施した自由民主党青年局との勉強会のテーマ「事業再生・事業承継の将来と課題」の関

連テーマを題材にして、大西雄太弁護士（日弁連中小企業法律支援センター幹事）から基調となる解説がされ、それ
を皮切りに、自由民主党青年局所属の先生方と若手弁護士の間で中小企業支援を巡る現在の制度や実務に関して活
発な意見交換がなされました。終了予定時刻を過ぎても弁護士議員 3名を含む多数の先生方が最後までお付き合い
くださって様々な角度からご意見を述べられていたのが印象的でした。

（企画委員会委員長代行　豊田 賢治）

写真提供：自由民主党青年局

弁政連のさらなる拡充で、
司法に対する市民・事業者
と弁護士のニーズの実現を。
（さいとう）

弁護士に対する社会的なニーズにより応えられるよ
う、努力していきます。（おがわ）
各地で地元に密着した活動も重要ですよね。（なぎら）
地道な取組の積み重ねの重要性を感じます。（いとう）

編集後記


